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社会福祉法人 健和会 

令和６年度 事業報告 

   

１．理事会・評議員会 

第１回：理事会   令和６年５月１１日開催 

  議案第１号    定款変更の件「第８章 収益を目的とする事業」を定款に追加   

  その他      

 第１回：評議員会  令和６年５月２２日開催（書面議決） 

  議案第１号    定款に「第６章の第３０条の一部追加と第８章 収益を目的とする事業」 

           を追加 

第２回：理事会   令和６年６月１日開催 

  議案第１号    令和５年度 事業報告 

  議案第２号    令和５年度 決算報告および監事監査報告 

  議案第３号    社会福祉充実財産の算定および社会福祉充実計画の作成について 

  議案第４号    評議員会の招集の件 

  その他      評議員辞任の件 

           太陽光発電の状況と自家消費から売電へ変更の件 

           特養面会方法変更の件 

 第２回：評議員会  令和６年６月１８日開催 

  議案第１号    令和５年度 事業報告 

  議案第２号    令和５年度 決算報告および監事監査報告 

  議案第３号    社会福祉充実財産の算定および社会福祉充実計画の作成について 

  議案第４号    役員報酬規程改訂の件 

  その他      太陽光発電システムの売電型へ切替の進捗状況ほか 

 第３回：理事会   令和６年６月２２日開催  

  議案第１号    現評議員辞任に伴う新評議員選任について 

  その他     

 第４回：理事会   令和６年１１月９日開催 

  議案第１号    令和６年度 第一次補正予算（案）について 

  その他      太陽光発電の売電方式への変更について 

           来年度の駐車場借地の購入予定について 

 第５回：理事会   令和７年３月２２日開催 

  議案第１号    令和７年度 事業計画（案） 

  議案第２号    令和７年度 予算（案） 

  議案第３号    経理規程変更の件 

  議案第４号    就業規則変更の件 

  議案第５号    土地取得計画について 

  その他     太陽光発電の現状報告について 

          令和６年度社会福祉施設指導監査結果について 
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２．中期経営計画について 

 中期経営計画の４年目となる令和６年度は、前年と引き続き地域交流がなされた年となった。 

地域交流、多世代交流の一環として令和５年度より実施している、法人主催の＜秋祭り＞を今

年度も開催した。ご利用者・ご家族・地域の方を含め 307名が来設され、地域社会との交流に

向けた取り組みを継続的に実施することができている。 

また、研修計画を再構築し、階層別のインターバル研修のほか、キャリアアップに関する研修

などを実施することで、職員の資質向上への取り組みを行った。 

外国人技能実習生の継続雇用については、令和７年度に４名の技能実習生が帰国することから、

新たに 5名の実習生の受入れを決定した。４月に２名入国、９月に３名入国する予定だが、今

年３月に起きたミャンマーでの地震により、出国が２、３ヵ月遅れ 7月頃の入国となる予定で

ある。ミャンマーの情勢も不安定であることから今後の状況を注視していく。 

 

３．法人直轄委員会の開催 

（１）コンプライアンス委員会（構成員８名） 

  ※コンプライアンスガイドラインに基づき、投稿されたことについて適宜話し合いを行う。

令和６年度は投稿がなかった。 

 

（２）プロジェクト推進委会議（構成員９名） 

  年１２回開催 

  ※キャリアパス制度の確立に貢献するとともに、健和会の理念・ビジョンを常に考えて行 

   動し、そのもとに立てられた中期経営計画に対し、部署横断的なチームとして施設全体 

   を考える場とした。 
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４．地域貢献 

 

●地域貢献の一環として、東員町より委託された家族介護支援事業を実施した。 

 

・目的：要介護高齢者を介護する家族等または介護が必要となりうる方々に対し、介護の知識  

    や技術、用具に関する情報や、また軽度の運動や調理、医療情報などを提供すること 

    により介護者の健康維持や身体的精神的な負担を軽減することを目的とする。 

 

・対象：東員町内に住所を有する高齢者を介護している家族、近隣の援助者および家族介護に 

    関心を持つ者。 

 

・実績：令和６年度の実績は下記のとおりである。 

 

実施日 テーマ・内容 参加実績 

７月１１日 健康な身体を作る運動（体力測定と運動アドバイス） １８名 

８月２０日 福祉用具体験 介護予防教室 ７名 

９月２６日 チェアヨガ（椅子に座って行うヨガ） １３名 

９月２８日 コアチューニング～体感を調律する体操 １６名 

１０月 ９日 骨の先生による姿勢・運動教室 １６名 

１１月２７日 クリスマスリース作り １３名 

２月４日 栄養バランスの取れた料理を作ってみましょう ８名 

  ※今年度も９１名と多くの方に参加いただきました。 

 

●その他の取り組み 

  ・東員町が行う認知症初期集中支援事業に職員を派遣した。 

  ・東員町より地域リハビリテーション活動支援事業を請け負った。 

  ・東員町より地域ケア会議支援業務を請け負い、会議に参加し助言等を行った。 

  ・長深地区での清掃活動に参加 

  ・長深のふれあい活動へ参加 
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令和６年度報告 法人事務局 

目 

標 

１・行政との連携を模索するとともに、多世代交流ができる環境整備を行う。 

２・設備の定期保全を行うとともに設備整備計画を作成。 

安定した経営を行うための財務体質の強化を図る 

３・利用者サービス充実に向け、階層に応じた研修体系の整備及び職員の資質向上のため

の計画的な研修実施に向けたサポートを行う。 

４・サービスの充実に向けた人材の確保 

実 

績 

目標（値） 実績（値） 

1-1 三重県委託事業の調査を行うとと

もに、受託資格がある事業については、

受託可能か十分に検討し、事業を受託

する。 

 

1-2 中学・高校からの絵画提供などを

依頼し、施設内に展示。 

定期的に交換することで恒常的に交流

を行う。 

1-1 三重県委託事業については現状、受託が可

能な事業が見つからなかった。次年度に向けて

委託事業が受託できるように要件を整えてい

く。 

 

1-2 学校等の交流についてはインターンシッ

プのみとなった。次年度は近隣中学との交流を

模索する。 

1-1 設備台帳及び点検簿を作成する

とともに、定期的に点検を行う。異常が

ある設備については設備整備計画に反

映させ、計画的に設備整備を行う。 

 

1-2 申請可能な補助金の調査及び積

極的な申請を行う。 

費用の洗い出しを行い、各項目に設定

した削減率を達成する。 

1-1 設備整備台帳の作成を行い、更新必要な

機器に関して計画通り更新を行った。また、修

繕が必要な部分について補修・修繕を行った。 

 

 

1-2 申請可能な補助事業に申請を行った。そ

の中で JKAついては車両金額の助成が承認さ

れた（令和７年度中納車）。また吉田福祉基金

についても車両について申請しており、結果待

ちである。 

費用削減について、仕入れ部材の変更等を行っ

たが、水道光熱費やガソリンなどの値上げによ

り費用の削減には至らなかった。次年度も引き

続き費用の削減を行い、経費率の適正化を行

う。 

1-1 新たな加算取得に向け、必要な資

格取得の支援及び研修の選定を行う。 

 

 

 

1-2 職員の資質向上のため、各階層に

応じた研修体系を作成、周知を行う。 

1-1 新たな加算は取得できなかったが、施設

サービス向上として喀痰吸引研修の計画を立

案。実地研修を残し 1名修了。令和７年度以降

も継続していくとともに、認知症に関する研修

についても計画を立案してく。 

1-2 法定研修について計画策定し、周知・実

施を行った。各階層に応じて管理者層及び中堅
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層のインターバル研修を実施した。 

1-1 外国人労働者の継続的な受入れ体

制の整備 

 

 

 

 

 

1-2 新たな福利厚生の検討、規則の見直

しなど、働きやすい職場環境づくりを行

う。 

1-1 技能実習生の継続的な雇用を実施 

第一期生（5月）第二期生（7月）に帰国 

上記と入れ替わりで 

第四期生（4月）第五期生（9月）入国予定。 

ミャンマーからの実習正を受入予定。 

※ミャンマーの情勢により四期生が 3ヵ月程度

遅れる予定。 

 

1-2 福利厚生規程の見直すとともに就業規則

につても改定を行った。 

 

令和６年度報告 特養・ショート 

目 

標 

１・地域、多世代との交流をしていく 

２・稼働率の向上を図るとともにコスト管理を行い安定した財政基盤を確立する 

３・家族との連携強化、利用者満足度の向上。 

４・人材の確保、働きやすい環境づくり 

実 

績 

目標（値） 実績（値） 

1-1 年２回の開催を行い、家族間や職

員との交流を図る。 

 

 

1-2 地域イベント、ボランティアの参

加・受け入れを年 3回。 

1-1 SS年 4回(3.6.9.12月)お便り発行。日常の

様子 3 か月先のレク予定、介護看護相談コーナ

ーを掲載。気軽に相談いただける工夫をしてい

る。 

1-2 オカリナボランティア、東員アンサンブル

の演奏会 2回受け入れを行った。 

インフルエンザ警報がでて、感染対応中になり

3回目が行えなかった。 

1-1 目標年間平均稼働率  

特養：99％ 短期：70％ 

ベットコントロールを随時更新行い、

入居、ショートステイの進捗状況を施

設で共有することにより、稼働率の安

定を図る。ショートステイの空き状況

の案内を他事業所に送る。 

1-2 マニュアルについては半年に一

回見直しを行う。（９月と３月） 

無理、ムラ、無駄に関しては毎月見直し

行う。 

1-1 特養：98.2％ 疥癬等もあり受け入れ出来

ない時期もあり伸び悩んだ。 

短期：64.5％ 疥癬等で受け入れ出来ない際に

LS から入所へ切り替えたりもあり目標に届か

ず。 

 

 

1-2 マニュアルの確認を行い半年に一度見直

しを行った。また技能実習生の指導マニュアル

の見直しを行った。 

排泄時のパットの見直しを行った。 
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 排泄台車のホットキャビネットの水分がたまる

トレーの対応を変更し下タオルの使用をやめ

た。 

1-1 家族様との連携・関わりを強化する

ために、現場職員を含め、職員が普段の

様子を随時伝えていく。年 1回の家族行

事実施。 

1-2 居住空間の環境整備の強化を図

る為、マニュアルを作成（９月末まで

に）し居住空間の充実を図る 

1-1 面会時、普段の様子を伝える機会は増え

たと思われるが、家族行事は面会制限もあり行

えず。 

 

1-2 居室環境整備の為、掃除のマニュアルを

作成した。換気扇、壁紙、居室のカーテン等順

番に掃除を行うことで居住環境の整備を行っ

た。 

1-1 行事・機能訓練など月に 1回以上

のホームページ掲載。 

 

1-2 キャリアパスの進捗状況を毎月

確認行い、その際、現場の問題等、情報

収集行い職場の環境改善に努めてい

く。 

1-1 行事、秋祭りの様子をホームページに掲

載した。一年間で 10回の更新行えたが、2ヶ

月に 1回の掲載となり定期的に行えなかった。 

1-2各職員の面談を行い、目標に沿ったアドバ

イスを行い、進捗状況を確認した。 

 

 

令和６年度報告 デイサービス部門 

目 

標 

１・地域住民との交流促進のため、新規のボランティアの受け入れを図る。 

地域イベントへの参加。 

２・天然温泉や設備を使用してデイサービスの PRを行い、財政基盤を確立する。 

３・利用者満足度向上に向けて、職員一人一人のスキルアップのために研修参加を促す

家族参加行型行事を開催する。 

４・働きやすい職場の環境づくり 

実 

績 

目標（値） 実績（値） 

1-1 近隣の市町村からボランティア

の受け入れ(1回以上/月) 

新ボランティア 2件以上登録する。 

 

 

 

1-2 東員町のイベントや研修に参加

する。（2回以上/年） 

1-1 外部ボランティアに月１～4 回(年 20 回以

上)来て頂くことができた。オンラインレクも２

回実施。冬はコロナ・インフルの感染蔓延防止の

為大人数でのボランティアは中止とさせて頂い

た。新規ボランティアも６件登録でき利用者様に

楽しんで頂くことができました。家族様にも２回

程お知らせし参加して頂けました。 

1-2家族介護者教室実施 

7/17 18名、3/18 ８名 

参加していただくことができました。10/20長深

地区「ふれあい活動イベント」に参加し、健康チ

ェックや綿菓子の提供を行った。 
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1-1 家族様向けにデイサービスでの

介護の体験会（マシーン体験、車椅子

体験、模擬介護体験など）を行う。（1

回以上/年） 

 

1-2 稼働率 95％以上維持する。 

空き情報・機能訓練のパンフレットの

定期的な見直し（機能訓練状況や食

事、足湯の紹介）配布を行う。見学の

受け入れを行う。 

 

1-1 12/18 家族様向けのリハビリ体験会を企画

し、７名の参加があった。普段どのようなことを

しているのを知ることができてよかったとアン

ケートにコメントありました。 

 

1-2 稼働率 91.53％ 

定期的にデイ便りにて、足湯・温泉・リハ機器の

アピールを行った。「お試し案内」のチラシを作

成し各居宅(※現在取引の無い居宅にも)配布し

ました。８月・１月にコロナ・インフル感染拡大、

８月台風で大幅なキャンセルがあった。 

1-1 各専門の職務内容に合致する、内

外部研修に参加する。(1回以上/一人) 

 

 

1-2 家族参加型の行事実施  

ボランティア・季節行事の案内を送

る。（2回以上/年）行事担当者と定期的

にMTを行う。 

 

1-1 5/4・8入浴、8/21 ポジショニング、 

12月ノロウイルス、３月腰痛予防(希望者)の内部

研修を実施しました。他５名外部研修にも参加。 

 

1-2 ボランティア２回、運動会、100 歳のお祝

い会２回家族様に案内を送り参加していただく

ことができました。 

1-1 入所・ショートステイに行く利用

者様の直近の状態などを定期的に情

報交換に行う。 

 

1-2 スタッフが研修で学んだことを

MT 時に報告し、デイ全体のスキルア

ップを図る。 

1-1 SSと送迎、感染症、インシデント、アクシ

デント、虐待疑い、日々の状態報告等定期的に情

報交換することができました。 

 

1-2 ６月心肺蘇生、８月ポジショニング、９月

感染症、１２月高齢者に多い薬、２月虐待・身体

拘束について MT にてプリント等配布し伝達研

修を実施しました。 

 

令和６年度報告 居宅 

目 

標 

１・地域包括支援センター、地域の介護支援事業所との連携強化を図る。地域の方々と

の交流を深める。 

２・介護保険改正に適応し、稼働率を維持・向上させる。 

３・研修計画を策定する。研修で得た情報や知識をプラン作成や支援に活用する。 

４・人材の育成、確保に努めるため、施設内や地域の専門職との交流を深める。 

実 

績 

目標（値） 実績（値） 

1-1 地域包括支援センターや地域の

居宅介護支援事業所と協働し研修会を 

年１～3回程度行う。年 2回、地域包括

1-1 地域の特定事業所加算算定事業所と協働

で事例検討会を開催（年１回）。企画・運営を

行った。 
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とミーティングを行う 

 

1-2 地域カフェに訪問し、施設の PR

活動を行う。 

 

 

1-2 地域のカフェに訪問し、家族介護教室や

施設紹介を行った（笹尾、城山、南大社、瀬小

泉、山田地区） 

1-1 特定事業所加算 Ⅲを算定する

ため、要件を遂行する。 

 

1-2 給付管理数 専従者 40 件を目

指す。 

1-1 特定事業所加算算定要件の項目を遂行。

加算の算定を継続できている。 

 

1-2 給付管理数 専従者 年平均 36.3件  

1-1 研修計画を策定し年間 4 回以

上、研修に参加する。 

 

1-2 週 1回 定例会議を行い、伝達研

修や事例検討を通じて、知識を深める。 

1-1 研修に一人平均、５回参加している。 

 

 

1-2 週１回、定例会議を行い、伝達研修や事

例検討を行い、ケアマネジメントの質の向上に

努めた。 

1-1 カフェ室を活用し交流会を行う。 

施設内で、教室（リース作り等）を開催

し、職員同士の交流を深める 

 

1-2 主任ケアマネとして、地域ケア会

議に年間 4 回出席する。地域ケア会議

に事例提供を年 4回行う。 

1-1 第１会議室にて、職員交流としてヨガを

行った。デイサービスと協働し、しめ縄リース

作りを行った。 

 

1-2 主任ケアマネとして、地域ケア会議に年

間 4回出席。地域ケア会議に事例提供を年 4回

行い、地域の社会資源について検討する機会を

持つ事ができた。。 

 

令和６年度報告 有料老人ホーム バーデハウス 

目 

標 

１・地域住民との交流促進のため、新規のボランティアの受け入れを図る。 

地域イベントへの参加。 

２・施設資源を活用し、安定した稼働率を維持する。 

３・入居者のご家族に生活の様子を知ってもらえるよう情報発信することで、交流と連携

強化、満足度の向上を図る。 

４・サービス充実に向けた職員の質の向上を図る。 

実 

績 

目標（値） 実績（値） 

1-1 毎月東員町のホームページやチ

ラシなどで情報を収集し、入居者様へ

お知らせし参加する。 

 

1-2 月に１回はボランティアに入っ

1-1 まめまちカフェ入居者様 3名・長深ふれ

あい祭入居者様 8名・文協まつり入居者様 3名

の方が参加されました。 

 

1-2 コロナ・インフルの感染防止のため面会
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ていただき、入居者様に楽しい時間を

過ごしていただく。またチームオレン

ジも活用し入居者様の満足度を上げ

る。 

制限もあり、外部からの自由な出入りを禁止と

していたため、ボランティアは伊藤様のみ。施

設内でのおやつ作りやゲーム、折り紙工芸、イ

ベント行事で楽しんで頂く 

1-1 毎月施設内の花壇や畑を利用し

て、季節の花や野菜を育て収穫し、おや

つレクや食事で提供する。 

 

 

1-2 施設の空き状況を近隣の居宅支

援事業所やケアマネに伝え、パンフレ

ットやバーデ通信を40通は郵送し情報

を共有する。 

1-1 小カブ・さつま芋・キュウリ・トマトの

野菜作りと収穫し、スイートポテト作りや食事

に使用してもらい入居者様へ提供。パンジー・

ひまわり・チューリップ・なども植え肥料、水

やりを一緒に実施。 

1-2満床のため空き状況更新はなし。見学と空

きができた時の為に入居相談はお受けする。パ

ンフレットを居宅介護支援事業所へ 2ヶ月で

50通郵送する。 

1-1 お花見・夏祭り・クリスマス会な

どのイベントを家族様と一緒に過ごし

ていただけるように計画を立て準備す

る。 

 

1-2 毎月バーデ通信を作成し、レク・

ボランティア・誕生会などの様子を請

求書と一緒に郵送し、近況を知ってい

ただく。 

1-1 コロナ感染防止のため面会制限もあり、ご

家族様との行事は行えず。入居者様とお花見・

夏祭り・クリスマス会・小人数ずつ地域の行事

にも参加する。 

 

1-2 毎月バーデ通信の更新をし、誕生会・おや

つレク・創作レク・ネイルサロン・園芸・野菜

作り・喫茶の様子をご家族様に知っていただき、

お誕生日の入居者様へ写真立てを作成しお渡し

する。 

1-1 施設内外の研修情報を集め、毎月

１名は参加しバーデ内でも勉強会を行

うことでスキルアップを図る。 

 

1-2 毎月職員ミーティングを実施し、入

居者様や施設内の状況を話し合い改善し

ていく。 

1-1 クレーム対応・考課者・吸引器の手順・

ＡＥＤ操作・窒息時の対応・ＢＣＰ（事業継続

計画）・廃用症候群とポジショニングの研修を

受け伝達する。 

1-2 毎月第一土曜 19時より（翌週の場合あ

り）職員全員参加でのミーティングを行い、入

居者様・業務内容・その他について話し合い改

善を図る。 

 

 


